
第２章

実 践 編

（４）環境教育を実施する上での問題点（複数回答）

以上の結果から、東京都における環境教育の課題として次の２点が挙げられます。

これらの課題解決に向けて、本指導資料では第１章及び第２章を次のような視点

でまとめています。

【小学校】

【中学校】

東京都における環境教育の課題

① 限られた時間や予算の中で、いかに環境教育を充実させるか。

② 環境教育の学びを、いかに子供の行動変容につなげていくか。

課題解決に向けた本指導資料作成の視点
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取り上げるべき環境課題が分からない

取組方法が分からない

適切な教材が少ない

具体的な活動に結び付けるのが難しい

地域に自然環境が少ない

専門的な内容を相談できるところがない

予算が少ない

時間の確保が難しい

環境教育に関する研修会が少ない
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取り上げるべき環境課題が分からない

取組方法が分からない

適切な教材が少ない

具体的な活動に結び付けるのが難しい

地域に自然環境が少ない

専門的な内容を相談できるところがない

予算が少ない

時間の確保が難しい

環境教育に関する研修会が少ない

①　カリキュラム・マネジメントを通して、教科等横断的な視点から環境教育

の内容を組み立て、教育課程を編成していくこと。

②　環境教育を通して育成する資質・能力を意識した意図的、計画的な指導を

行っていくこと。

小・中学校ともに、80％以上が「時間の確保が難しい」と捉えており、続いて「予算」、

「具体的な活動に結び付けること」が上位に挙がっている。




